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１．研究計画の概要  
本研究は、（１）戦国簡牘資料の整理・分

類、（２）［文書類］の比較分析、（３）［書
籍類］の比較分析、（４）分析結果の考察と
まとめ、という４本の柱からなり、主として
文字の形体面に注目した実証的な比較分析
を行う。各年度の概要は以下のとおりである。 

平成 20 年度は、楚系簡牘資料および秦系
簡牘資料の整理・分類を中心に研究を行い、
新たに公表される新出土資料についても適
宜、追加・補充に努める。 
平成 21 年度は、前年度の整理・分類にも

とづき、現地性文献である［文書類］の実態
を把握し、秦簡文字と楚簡文字との形体上の
相違について分析を加える。 
平成 22 年度は、楚簡の［書籍類］を中心

に分析を加え、特に楚地で書写されたと見な
される現地性文献の実態を把握する。 
平成 23 年度は、前年度の分析を継続して

行うとともに、これまでの分析結果を踏まえ
て、戦国文字における分立と混淆の実態につ
いて考察を加える。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究によってこれまでに得られた成果
は、大きく以下の 3 点にまとめられる。 

（１）上海博物館蔵戦国楚竹書の中に楚国の
教学の場において学習者が書写したと見な
される習本が含まれていることを指摘し、
［書籍類］に属する楚簡のテキストの多様性
の一端を解明した。 

（２）秦の文字規範を示す『蒼頡篇』につい
て、2008 年に出土した新資料である水泉子漢
簡七言本『蒼頡篇』を中心に分析を加え、『説
文解字』前史への位置づけを試みるとともに、
七言本『蒼頡篇』が『漢書』芸文志に記され

た逸書である「蒼頡伝」に該当する可能性を
指摘した。 

（３）戦国簡牘文字の地域差という観点から水偏

に注目し、水偏を三本の短い横画であらわす、い

わゆるサンズイは戦国中期以前の秦において独自

に成立した俗体であった可能性を指摘し、楚簡を

含めた戦国簡牘にみえる多様な水偏の分析をとお

して、サンズイの成立過程を明らかにした。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

当初の計画に従い、［文書類］と［書籍類］ 
についての調査を進めるとともに、新たに公
表された資料を追加し、研究の成果は逐次、
雑誌論文、図書、インターネットなどを通し
て発表しているから。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）簡牘文字の分析をさらに継続するとと
もに、これまでの研究成果を積極的に発表し
ていく。 
（２）新たに公表された清華大学蔵戦国竹簡、
岳麓書院蔵秦簡などの資料も可能な限り分
析・考察に加えていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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